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1.  平成24年3月期第1四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第1四半期 21,869 3.5 1,201 37.2 1,318 32.0 763 48.7
23年3月期第1四半期 21,120 9.8 875 72.5 998 49.7 513 43.4

（注）包括利益 24年3月期第1四半期 656百万円 （―％） 23年3月期第1四半期 △265百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第1四半期 8.42 ―
23年3月期第1四半期 5.66 4.99

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期第1四半期 92,922 54,350 58.4 598.56
23年3月期 92,661 53,979 58.1 594.62
（参考） 自己資本   24年3月期第1四半期  54,234百万円 23年3月期  53,878百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 4.00 ― 4.00 8.00
24年3月期 ―
24年3月期（予想） 4.00 ― 4.00 8.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 44,500 5.0 2,100 19.1 2,200 12.5 1,350 22.0 14.90
通期 88,500 3.4 4,100 11.8 4,300 7.7 2,600 41.7 28.69



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決
算短信（添付資料）３ページ「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期1Q 98,221,706 株 23年3月期 98,221,706 株
② 期末自己株式数 24年3月期1Q 7,612,714 株 23年3月期 7,610,948 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期1Q 90,609,334 株 23年3月期1Q 90,621,102 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界経済において新興国が牽引してきた景気回復基調が鈍化

し、米国の景気停滞感や欧州経済への不安も増しているなか、東日本大震災による甚大な影響を受けました。その

後、最悪期は脱しつつあると見られますが、電力の供給不安、円高の進行等により、景気の先行きが非常に不透明な

状況が続きました。 

当第１四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高は21,869百万円（前年同期比3.5％増）、営業利益

は1,201百万円（前年同期比37.2％増）、経常利益は1,318百万円（前年同期比32.0％増）、そして四半期純利益は

763百万円（前年同期比48.7％増）となりました。 

セグメント別の状況につきましては、次のとおりであります。 

  

＜物流事業＞ 

 貨物自動車運送事業においては、震災の影響による生産の減少はありましたが、建設機械・農業機械の輸出取扱や

アパレル関連品の輸入取扱が増加し、また、大口の事務所機械移設の取扱増加もあり、全体では微増収となりまし

た。港湾運送事業については、建設機械の輸出や住宅建材の輸出入の新規受注、断熱材・食品・家具などの輸入の取

扱が増加しましたが、倉庫業と合わせて非鉄金属市況の悪化による輸入取扱の大幅な減少と震災の影響による取扱量

の減少があり、全体では減収となりました。鉄道利用運送業においては、震災復旧に伴う住宅向け断熱材のＪＲコン

テナの取扱が増加し増収となりました。  

 その結果、物流事業の売上高は前年同期比1.7％増収の17,159百万円、営業利益は前年同期比19.6％増益の749百万

円となりました。  

  

＜構内作業及び機械荷役事業＞ 

 構内作業においては、震災の影響による取扱作業量の減少と、一方で復旧に伴う増加がありました。また、業務の

移管や得意先の効率化に伴う取扱作業量の減少がありましたが、建設機械の組立作業の新規受注による増加があり、

増収となりました。機械荷役事業では、クレーン作業案件が増加し、増収となりました。 

 その結果、構内作業及び機械荷役事業の売上高は前年同期比4.1％増収の3,616百万円、営業利益は前年同期比

74.7％増益の228百万円となりました。 

  

＜その他事業＞  

 工事収入においては、大型案件があり大幅な増収となりました。また、地代収入においても、契約形態の見直しに

より増収となりました。 

 その結果、その他事業の売上高は前年同期比42.0％増収の1,093百万円、営業利益は前年同期比89.1％増益の223百

万円となりました。 

  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

資産、負債及び純資産の状況 

 当第１四半期の総資産は、92,922百万円と前期末に比べ261百万円増加しました。  

 このうち、流動資産は31,606百万円となり、前期末に比べ796百万円増加しました。主な要因は前期末に比べ、現

金及び預金が517百万円増加、前払費用が434百万円増加、有価証券が200百万円減少したことによります。また固定

資産は61,316百万円となり前期末に比べ534百万円減少しました。その主な要因は、有形固定資産における建物及び

構築物が331百万円、投資有価証券が193百万円減少したことによるものです。なお、投資有価証券の減少は、上場株

式の時価下落によるものです。 

 流動負債は23,781百万円となり、前期末に比べ333百万円増加しました。主な要因は前期末に比べ未払費用が1,417

百万円増加し、賞与引当金が671百万円、未払法人税等が440百万円減少したことによるものです。また固定負債は

14,789百万円となり前期末に比べ443百万円減少しました。主な要因は前期末に比べ長期借入金が251百万円、退職給

付引当金が136百万円減少したことによるものです。 

 当第１四半期の純資産は、54,350百万円と前期末と比べ371百万円増加しました。主な要因は、利益剰余金が前期

末に比べ478百万円増加し、その他有価証券評価差額金130百万円減少したことによるものです。  

  

１．当四半期決算に関する定性的情報



（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 物流業界におきまして、国際貨物の輸送量は輸出貨物の減少により拡大ペースが鈍化してきており、また国内貨物

の輸送量も大震災の影響により依然として減少に歯止めがかからない状況が続いております。今後もトラックの燃料

費高騰など厳しい環境が続くものと思われます。 

 このようななかで、当社グループは平成２２年度を初年度とする３か年にわたる第四次中期経営計画の２年目を迎

え、重点施策である１．売上の拡大 ２．物流品質の維持・向上 ３．企業基盤の強化 の三点を柱に収益目標の達

成に取り組んでおります。 

 平成24年３月期の第２四半期連結累計期間および通期の業績予想につきましては、現時点では平成23年５月12日に

公表いたしました業績予想に変更はありません。  

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

   該当事項はありません。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

   該当事項はありません。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

   該当事項はありません。  

   

  

２．サマリー情報（その他）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,000 6,518

受取手形及び営業未収金 17,145 17,302

有価証券 5,614 5,414

貯蔵品 112 108

前払費用 469 904

繰延税金資産 670 657

その他 861 769

貸倒引当金 △65 △70

流動資産合計 30,809 31,606

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 22,010 21,679

機械及び装置（純額） 1,814 1,730

車両（純額） 621 578

工具、器具及び備品（純額） 59 59

リース資産（純額） 484 481

土地 18,354 18,404

建設仮勘定 41 22

有形固定資産合計 43,386 42,956

無形固定資産   

のれん 56 42

その他 1,066 981

無形固定資産合計 1,122 1,023

投資その他の資産   

投資有価証券 11,849 11,655

長期貸付金 191 233

繰延税金資産 19 18

その他 5,314 5,455

貸倒引当金 △31 △27

投資その他の資産合計 17,342 17,335

固定資産合計 61,851 61,316

資産合計 92,661 92,922



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 8,117 7,838

短期借入金 9,849 10,208

1年内償還予定の社債 14 14

未払金 540 504

未払法人税等 973 533

未払消費税等 165 292

未払費用 1,525 2,942

賞与引当金 1,263 592

役員賞与引当金 3 2

災害損失引当金 320 183

その他 674 667

流動負債合計 23,448 23,781

固定負債   

社債 72 72

長期借入金 11,022 10,770

繰延税金負債 1,551 1,512

退職給付引当金 996 859

役員退職慰労引当金 8 8

資産除去債務 576 579

その他 1,006 986

固定負債合計 15,232 14,789

負債合計 38,681 38,571

純資産の部   

株主資本   

資本金 9,117 9,117

資本剰余金 7,848 7,848

利益剰余金 37,884 38,362

自己株式 △2,174 △2,175

株主資本合計 52,675 53,153

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,511 1,381

為替換算調整勘定 △308 △299

その他の包括利益累計額合計 1,203 1,081

少数株主持分 101 116

純資産合計 53,979 54,350

負債純資産合計 92,661 92,922



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

営業収益 21,120 21,869

営業原価 19,255 19,759

営業総利益 1,865 2,110

販売費及び一般管理費 989 908

営業利益 875 1,201

営業外収益   

受取利息 4 1

受取配当金 139 131

持分法による投資利益 33 53

その他 30 23

営業外収益合計 206 209

営業外費用   

支払利息 67 66

その他 16 26

営業外費用合計 83 92

経常利益 998 1,318

特別利益   

固定資産売却益 32 6

貸倒引当金戻入額 9 －

関係会社清算益 116 －

特別利益合計 158 6

特別損失   

固定資産除売却損 7 21

投資有価証券評価損 51 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 222 －

特別損失合計 280 21

税金等調整前四半期純利益 876 1,303

法人税、住民税及び事業税 415 466

法人税等調整額 △60 59

法人税等合計 355 525

少数株主損益調整前四半期純利益 520 778

少数株主利益 7 14

四半期純利益 513 763



（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 520 778

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △784 △126

為替換算調整勘定 5 8

持分法適用会社に対する持分相当額 △6 △3

その他の包括利益合計 △786 △121

四半期包括利益 △265 656

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △272 641

少数株主に係る四半期包括利益 7 15



該当事項はありません。 

  

  

【セグメント情報】 

Ⅰ.前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日) 

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象としているものであります。 

 当社は、物流事業、構内作業及び機械荷役事業、その他事業に区分され、連結子会社は、各々独立した事業

単位として、当社の取締役会により定期的に検討が行なわれ、各々包括的な戦略を立案し、事業活動を展開し

ております。 

 したがって、当社グループは、当社の上記の区分および連結子会社を基礎としたサービス別事業セグメント

から構成されており、事業活動の内容および経営環境に関して適切な情報を提供するため、経済的特徴および

サービス等の要素が概ね類似する複数の事業セグメントを集約し、「物流事業」、「構内作業及び機械荷役事

業」の２つを報告セグメントとしております。  

  

  報告セグメントのサービスの種類は次のとおりであります。 

  

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

  

（単位：百万円）

注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設業、警備業、産業 

    廃棄物処理業、不動産業、保険代理業、自動車整備業等のサービスを実施しております。 

２．調整額△106百万円は、セグメント間取引消去額であります。   

  ３．セグメント利益の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。 

  

    

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

報告セグメント サービスの種類 

物流事業 

貨物自動車運送事業、利用運送事業（貨物自動車・鉄道・外航海運・内航海運・

航空）、港湾運送事業（一般港湾運送・港湾荷役（船内、沿岸）・艀運送）、倉

庫業、通関業、梱包業、海上運送事業、航空運送代理店業 

構内作業及び機械

荷役事業 

工場構内での原料、製品、重量物、精密機械等の移送、組立、充填、構内倉庫へ

の保管、入出荷作業とこれらに附帯する諸作業並びに機械の賃貸 

  

報告セグメント  

その他 

（注１）
合計  

調整額 

（注２） 

四半期連

結損益計

算書計上

額 

（注３）

物流事業
構内作業及び

機械荷役事業
計  

 売上高             

  外部顧客への売上高 16,875 3,474   20,350   770   21,120   －   21,120

  セグメント間の内部売上 

  高又は振替高 
  －   －   －   106   106   △106   －

計    16,875   3,474   20,350   876   21,226   △106  21,120

 セグメント利益    626   130   757   118   875   －   875



Ⅱ.当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日）  

１．報告セグメントの概要  

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象としているものであります。 

 当社は、物流事業、構内作業及び機械荷役事業、その他事業に区分され、連結子会社は、各々独立した事業

単位として、当社の取締役会により定期的に検討が行なわれ、各々包括的な戦略を立案し、事業活動を展開し

ております。 

 したがって、当社グループは、当社の上記の区分および連結子会社を基礎としたサービス別事業セグメント

から構成されており、事業活動の内容および経営環境に関して適切な情報を提供するため、経済的特徴および

サービス等の要素が概ね類似する複数の事業セグメントを集約し、「物流事業」、「構内作業及び機械荷役事

業」の２つを報告セグメントとしております。  

  

  報告セグメントのサービスの種類は次のとおりであります。 

  

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

  

 （単位：百万円）

注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設業、警備業、産業 

    廃棄物処理業、不動産業、保険代理業、自動車整備業等のサービスを実施しております。 

２．調整額△112百万円は、セグメント間取引消去額であります。   

  ３．セグメント利益の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。   

報告セグメント サービスの種類 

物流事業 

貨物自動車運送事業、利用運送事業（貨物自動車・鉄道・外航海運・内航海運・

航空）、港湾運送事業（一般港湾運送・港湾荷役（船内、沿岸）・艀運送）、倉

庫業、通関業、梱包業、海上運送事業、航空運送代理店業 

構内作業及び機械

荷役事業 

工場構内での原料、製品、重量物、精密機械等の移送、組立、充填、構内倉庫へ

の保管、入出荷作業とこれらに附帯する諸作業並びに機械の賃貸 

  

報告セグメント  

その他 

（注１）
合計  

調整額 

（注２） 

四半期連

結損益計

算書計上

額 

（注３）

物流事業
構内作業及び

機械荷役事業
計  

 売上高             

  外部顧客への売上高 17,159 3,616   20,776   1,093   21,869   －   21,869

  セグメント間の内部売上 

  高又は振替高 
  －   －   －   112   112   △112   －

計    17,159   3,616   20,776   1,205   21,982   △112  21,869

 セグメント利益    749   228   977   223   1,201   －   1,201



当第１四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日） 

 該当事項はありません。  

  

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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